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本事業では、国土の7割（中山間地域の8割）を占める

森林資源に着目し、経済・環境面で持続可能で、

森林の耐災害性を高める林業手法（自伐型林業等）活用しながら、

地域に住み続けられる半林半Xの生業づくりを目指す。
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地域の資源を活かした仕事と、自分のスキルを活かした仕事の、複業により生活が安定
自らの価値観を重視し、豊かに暮らすライフスタイルを、自らが構築
複業により収入も安定し、地域のしごとの担い手となり地域に定着

地方に移住し、持続的な暮らしを歩み始めた、未来世代が増えています！
Ｋさん（30代）高知県四万十市

Ｓさん（30代）北海道ニセコ町

Ｍさん（40代）福井県福井市

自らが、暮らし方をプロデュースできる社会の創出が、持続的な地域社会の創造に繋がります

東京生まれ東京育ち。東京農大探検
部出身。自然とともに生きる生活
に憧れ、移住。夏はカヌーインスト
ラクター、冬は林業の複業を営む。
産後２ヶ月半より山での作業を再開
し、ママ林業継続中

青森出身、カナダ・東京での生活
を経てニセコ町地域おこし協力隊に。
協力隊修了後、美容師・アロマオイ
ル製造販売・民泊・林業を複業し、
ニセコに定住。
趣味はスノーボード。

大阪から移住。学習教材の営業等の
職を経験後、父の故郷福井へ自給自
足の生活を求め移住
農家林家として生計を立てる。馬・
ウサギ・ニワトリを飼育。
地域の若手リーダー・3姉妹の父

林業200万円
民泊100万円

美容師100万円
アロマオイル100万円

年収 500万円

林業350万円
賃貸収入50万円

雑収入(謝金等)50万円

年収 450万円

人口 3.4万人
高齢化率34%

農地率3%(2.2千ha)
森林率84%(5.3万ha)

カヌー150万円
林業300万円

総収入450万円

人口 5.0千人
高齢化率27%

農地率14%(2.7千ha)
森林率74%(3.2万ha)

人口 26.5万人
高齢化率27%

農地率15%(7.9千ha)
森林率59%(5.3万ha)
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実行団体 宮城、長野、奈良、鳥取、広島 の 全国5団体

宮城県
柴田郡
川崎町

「食とエネルギーの自給100%」を
体験できるエコモデーションの運営と

木質資源の新しい価値の創出
自伐×民泊・農業

株式会社
ワイルド
ウインド

奈良県
吉野郡

自然資源活用での地域生活を
目指す方の独立支援事業

自伐× ｷｬﾆｵﾆﾝｸﾞ

広島県
庄原市

林業における複業型就労の提案 自伐×農業・観光

長野県
佐久市

森の担い手育成と
森・人・地域社会を豊かにする事業

自伐×スポーツ

鳥取県
八頭郡
智頭町

「人を活かす山を創る」場づくりと
自伐型林業人材、複業・兼業人材の

創出事業

自伐×木材加工
農業





https://www.youtube.com/watch?v=Nrb4a7iegCA

https://www.youtube.com/watch?v=Nrb4a7iegCA




1-1 担い手の確保 2-1 森林施業の仕組み 3-1 複業型ライフスタイル確立

STEP1. 基盤づくり STEP2. 仕組みづくり STEP3. 生業づくり

1-2 山林の確保

1-3 機材の確保

1-4 安全の徹底

1-5 技術の習得

1-6 地域での理解

2-2 収入確保の仕組み

2-3 関係者調整の仕組み 3-3 環境保全型森林経営の確立

3-2 地域内産業連関の強化

・自伐型林業広報PR
・利害関係者調整
・地域活動への協力
・所有者不明山林等土地集約
・継続的なフォローアップ

・地域内（農家林家・企業）
・地域外（地域おこし協力隊等）

・自家所有/有償無償貸借
・民有林（個人・企業）/市町村有林

・チェーンソー/安全用具/軽架線
・林内作業車/バックホー

・安全教育・危険予測・意識
・安全作業のためのルール

・価値を高める伐木・造材方法
・作業道づくり・現場判断力

・自伐グループ・協力者づくり
・庁内での合意形成・協力態勢
・継続のための関係づくり

・森林施業計画策定
・実施体制構築
・作業道づくり
・除間伐・搬出
・補助金・助成金活用

・材の種類別販路確保
（針葉樹・広葉樹別・ABC材別）

・高付加価値化
・地域内他産業とのコラボ
・複業との連携

・中山間地域で持続可能な新しい
暮らし方のモデルを増やしていく。

・林業での現金収入に過度に依存
しない複業型の小規模林業を定着
させる。

・林業・木材関連産業だけでなく、
地域の農業、観光、教育、福祉との
関係性を深化させていく。

・森林資源を収奪するのではない、
持続的な森林資源管理と、木材生産
を両立させていく。

定着に向けたステップを明確化し、実行団体の状況を的確に把握



事業を共に進める仲間になる。
事業目標達成のパートナーになる。

楽しい未来を一緒に描く。


